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栽培漁業開発調査

(魚類 種苗 生産技 術開発 試験)

早川 豊 ･高橋 一邦夫 ･小倉大二郎

は じ め に

前年に引続いて･魚類を対象として陸奥湾における栽培漁業を推進するための基礎的知見を得ること

を目的とし･魚類の種苗生産試験をらぴに魚類の蕃養殖試験を実施したoこのうち等蕃殖試験について

は前号で報告 したので,未報告の種苗垂産試験の概要を報告する｡

報告に先立ち親魚等02採掻妊御協力策きiT,草関係湾内漁野 同組合の方叫こ感謝する｡J～d一･恥■- 一一▼..一一●ヽ, J-t
ー■･ ･一~

1 漁 葵-み 実 態

青森県海面漁業漁獲数量調査結果年報をもとに

昭和40年から昭和47年壇での8年間の各漁獲

量および漁獲金額の推移を第1図に示した｡

青森県全体についてみると,漁獲量および漁獲

金額ともに上昇傾向を示している｡例えば昭和47

年度の漁獲量および漁獲金額の内訳は ,~魚類8咽 ,

50･5多,貝類 4.1帝,10.6帝,藻類1.5愛,4.1帝,

その他水産動物14･4丸 34.8啓とそってお･り,魚類

の占める割合が非常に高く,これ らの割合は過去

8年間それ程大きを変動はをい｡

陸奥湾についても総漁獲量については同様に上

昇傾向を示してはいるが,その内訳については異

っており,魚類は減少傾向をたどり,逆に昭和44

年頃からは貝類 (ホクテガイ)の増加が著しく,

これが陸奥湾全体の上昇傾向を促す要因とそって

いるo

カレイ類およびアイナメは湾内底棲魚のうち最も

重要をものと考えられるが,カレイ類は年変動が

かそり激しく,アイナメは減少傾向にあるものの

ようである｡ここに湾内魚類資源の安定化と∴増

殖対策の必要性がうかがわれる｡
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2. アイナメの種苗生産試験

材料と方法

1)親魚および人工採卵

採卵用親魚については第1表に

示 した｡採卵は搾出法により行怒

った｡雌の未熟をものは雄ととも

に当所内の 700.e水槽に収容し,

冷凍コウナゴを授与し,成熟 放

卵,放精を待ち12月20日まで

飼育を続けた｡

2)天然受精卵および飼育方法

12月14日,野辺地漁協前浜

の水深約 3mの地点より採捕した

直径約15C欄の発眼卵塊 (約 1万

粉 を翌15日大型のナイロン袋に

収容 し.車で運搬中 (所要時間は

1時間)に90帝以上がフ化 したの

で直ちに飼育試験に供 した｡

飼育試験の方法は第2表に示し

た｡飼育期間は昭和 46年12月 15

日から昭芽D47年3月25日までである｡

第1表 採卵用親魚について

採補 採捕 採捕 採輔尾数

運 搬 法月 日 場所 方法 平

均全長 そ の 他1%1 輿 アイナメ寵 6 (守- 0) 舵.所

要時間約50分. 250L水28.6cm

槽に収容し,海水を掛け流す,ll/24 内 27 (守.-5) 谷は腹を押せば放精,●?は放

卵地先 26.5C7n せず∩ll/1 6 (守-6)27.8cm 車.所要時間

1.5時間.,2502

永徳に海水802を入れ通気○第2表 飼 育 試 験 方 法試験区 水 温cO 容器 √(A) 尾数d p 餌料の種類 その

他の条件1 11士1 50 10 ワムシ+アルテ

通気.止水.2 11士1. 天然Plark

t 通気..止水.α.W.5 11士1

ワムシ+アルテ 通気.止水.α.W.4 11士1 ワムシ+アルテ 止水.α.W.

5 14±1 ワムシ+アルテ 通気.止水.6 8士

1 loo- ワムシ+アルテ 通気.止水.7 10士1 250 20-ワムシ+アルテ 通気.止水.G-.W.

〔註〕ァルテ :アルテ ミ7, G･W･'.a-reen鞄 teT を加えたもの

結果と考察1)親魚および人工採卵雄は満1生を経過 したものについてFE登{;･ff.読

められたが雌は満 2年以上と推定された｡親魚の成熟状況は,雄はいずれも腹を押せば放精の状態にあった

が,雌はいずれも搾出できをかった｡従って搾出法による採卵はできう,親魚の飼育により自然放卵,放精を待ったところ,

12月10日に至り直径 3cm程の卵塊が得E,れたので,1m･m目のネットを張った30cm
X25cmのポ1)寵に収容し,生海水を掛け流しフ化を待った｡しかし1週間程で腐り始めたので中止した｡また

その後の放卵もみらず今年度は人=採卵によるフ化,飼育試験はできをかったo卵径は 1.9-2.1

刀椛であった｡2)天然受精卵および飼育発眼卵は体型も整い色素も充分沈着しておりフ化直前のもので

あったと思われる｡採捕後卵塊をバケツに収容 してお小 たゝところ,

採捕当夜かE,フ化が始まり,翌日当所-運搬した時には 95啓以上がフ化をしていた｡従ってフ化に至

るまでの詳 しいデータが得られをかった｡卵径は 1.9-2.1御 ,フ



飼育試験はどの試験区もフ化後,

卵黄吸収の終わる1週間前後が最も

発死が目立ち,生残率が 50索以下に

落ちてしまった｡その後の経過を第

3表に示した｡

卵黄吸収直後の餌としてワムシを

投与したが摂餌の様子は見 られず,

アルテミ了を多く捕食していた｡

oreenwaterの添加による生残率,

生長の差はほとんど認めE,れ浸かっ

たようであるo

昭和47年3月25日において全長55

a.mのもの 1尾のみ残9飼育を中止し

たo

アイナメのフ化,飼育は,天然に

おける稚仔魚の生態がほとん ど知ら

れておらず,飼育水嵐,餌料,飼育
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第3表 生残尾数と平均全長

-月日試野 昭和 46年 昭 和 47年.12/15 12̂ 8 1/ 4 1/25 2/1

0 2/291 尾 250 10
0 89 17 8 2m.a 9.2 9.6 15.8 18.8 2?.5 24.6

2 尾 250 80 69 15 6J 紫
死pntm 9.2 9.5

14.0 18.9 22.85 尾
250 60 56 5 袈死

m.a 9.2 9.5 15.8 17.

54 尾 250 50 8
6 2 莱死m.a 9.2 9.6 15.2 1

8.1 25.05 尾 250 45 10
2 2 1mm 9.2 10.8 15.9 19

.5 ′24∴1 27.66 尾mm 8]09

.2 5009.4 舞死7I' 尾 5,000 2,000 500 50 15 4刀椛 9.2 9.5 ll.0 15.2

20.5 25.8密度その他の飼育環境条件や,アイナメ自身

の持つ特性がつかせれていをいところに困難さがあると思える｡また,親魚のよう卵数が多くをい点等を考えると大量種苗の

生産はむずか しそうである｡3 クロガシラガ レイの種苗生産 試験材料と方法1)親 魚

親魚は昭和47年1月20日,刺網で採捕され′｣＼湊

漁協に水揚げされた もので第4表に示 した02)採卵および媒精親魚は当所に運びしぼE,く水槽に収
容 した後.搾出法により採卵を試みたが応じをかったので-そのせせ水槽で廟青を続け成熟,放卵',

放精を待った01月23日には 自然放卵の卵が得られ . 2月7日に搾出法により採卵し,プラスチッ

ク椀に卵を収容し,乾導法により媒精したo媒精

後ただちに水鳥の羽を用いて,海水を入れた トロバコ内にシュロ皮･ネ トロンネット等の付着器を入れ,これ らに

均｢にをるように分散 し,粘着させた後充分に洗催 し水槽に収容してフ化を待った03)フ化および飼育試験

フ化試験は水温別に50C,10DC,150Cの3種 とし,フ化 したものについて順次分散 し
,ひき続きフ化水温のませで飼育を続けた. 10｡C区については別にA,B,Cの3試験区をもうけ,

第2図に示した方法で実施 し,生残率と成長の推移を観察 したo餌料としてフ化後底棲移行まではシオミズ

ツポワムシを与え,底棲移行直前か らはフ化直後のアルテミ了を与えたo飼育は止水で行をhGreenWat

erを加え軽く通気をし,平均 5日毎に1/3換水を実
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結果 と考察

1)親 魚 第4表 親魚および採卵フ化の状況

採卵 受 精 性 全長 体重 採 卵 採 卵 受精 フ化

フ化日数 フ化尾月日 時 刻 刺 (cm) (g) 重量(∂ 数(万粒

)率㈱ 率(A _数 (万屋)昭和47年2月7日 15:00～15:20 杏杏? 26.525.652.0 246195659 224 79.5 70.0～防.080.0

50C:18日100C:11日15Oc'.5日 49.0陸奥湾における産卵期は 12月末

より2月初旬と言われているが,雄は 12月中旬より既に成熟じ弘へるものもあり,マコガレイの産卵

期と重複し.マコガレイ卵との受精も可能であ り,交配種と思われるものも漁獲され分類の困難さがある｡ 生物学的最小型,年令等について

は材料が少をいためはっきりさせられをかった2)採卵 お よび媒 精自然放卵の場合は,放卵数,

受精率.フ化率をばっさりつかむ事ができ夜からたが,受精率,フ化率ともに70多以1であったと推

定される｡眉無放卵の方法はよい卵を得る為には最も良い方法と考えられ,クロガシラカレイの場合には親魚管理も比較的容易で,採卵,媒精

の合理化,大量の健苗育成のため によい方法と在るものと思われるO-方搾出法の場合は第4表に示し

たように,採卵数は約80万粒,受精率70帝以1であ り,完熟した親魚が入手できれば問題は貴さそ うであ

る｡ 受精卵径は平均860jLであった03)フ化および飼育試験自然放卵の場合はフ化水温 4±lOcで

,受精後6日目に体型が整い20日日かE,フ化が始せり,23日日田剖誉完了したoフ化仔魚の全長は 4.1-4

･8m･mで,フ化後1週間程で卵黄を吸収し,S字型の摂餌行動をとりはじめたのでシオ ミズツポワム

シを与え,3週間後にはアルテミ了も与えた0 1ケ月後には底棲移行が始まり (全長 9-10詔物 ,4月11

日には全長1'5-35卿 のもの約398尾を取 り上げたo飼育途中での詳しい測定は行をわず粗放的

を飼育を行在ったので,成長,歩留等についての推移は求められ浸かった.398尾のうち正常個体185尾,異常個体 (白化現象の認められる

個体および眼の転位がをされていをい個体等)は213尾であったo搾出法による受精卵のフ化状況は

第4表に示 したoフ化率は約80%であったo 水温別およびlOOc区の試験におけるフ化,飼育状況は第

2図に示したo どの水温区でもシオミズツポワムシの投餌量が少貴く,飼育密度が多すぎたことが第-の減耗

要因と思われるが,150C区では仔魚自身の生理的問題があろうと想像される｡100C区が最も良い結果 と浸

った｡100C区のA,B,Cの3区は取 り1げた時には0102免2.8動 18.3啓の歩留 りであった｡100C

飼育による成長は.フ化時全長 4･5mm∴ラ化後約1ケ月 (底棲移行時)で9-10mm,約 50日で平均 17m･m,約60

日で22mmとをあ そしこ今回合計約 1,300尾の稚魚を･生産する事が出来たo今回の飼育試験に

おいて･シオ ミズツポワムシよりも小型の餌料の必要性,投餌量･飼育密度,飼育環境等基礎的事項に
ついての詳しい検討が必要であると思われたoまた仔魚の卵黄吸収直後の急激を減耗要因の追求が今後の種苗生産を進める上で最も重要を課題と言えよう0
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4 マコガ レイの種苗生産試験

日 的

採卵から放流サイズ (全長約3cm稚魚)までの各ステージにおける歩留り向上をめざし.量産-の足

がか りを見出すため,昨年に引き続き採卵,フ化,飼育試験を試みた｡

飼 育 期 間

昭和46年12月より昭和 47年6月までo

材料と方法

1)親 魚

親魚はいずれ もカレイ刺網により採捕されたもので,12月7日および12月9日に小湊漁協に水揚げされ
l

た ものと,12月14日に野辺地漁協前浜で刺網からはずしている親魚を買入れたものであD,詳細は第

5表に示した｡

2)よう卵数調査お よび採卵,フ化

雌の親魚はすべて採卵時に,各個体の総卵重量を討り,そのうちの 1gの卵数を数え,その個体の総
よう卵数を推定した｡

採卵は搾出法によりかこをい,しぼった卵はプラスチック魂に入れ水鳥の羽で静かにかきまぜて媒精

したo媒精は乾導法に重点をおき,受精率,フ化率等の比較のため湿導法も試みた｡媒精後,シエロ皮

タマネギ袋等で作った付着器を海水をはった トロバコに浸し,水鳥の羽根を用いて均一に在るよう静か

に粘着させた｡その後,充分に卵を洗推し1- 2時間静置した後,2502水槽 と700.e水槽に収

容 しフ化を待 った｡ 同時に正常を受精卵約200粒をビーカーに収容し.ヒーターを用いて水温別のフ

化試験等を行をいフ化率の検討をした｡

3)浮遊仔魚の飼育

フ化後,適宜仔魚の分散を行をい, 2502および7002 水槽を用いて,止水,通気でQre-

enwaterを色のつ く程度 (約40万Cells/α)加えて飼育を行をった｡換水はクロガシラガレイ稚仔

魚の場合と全く同じである｡更に,別に試験区をもうけ,白化現象と歩留りの検討をしたOこれらにつ

いては次章 5で詳 しく述べるo

フ化後 4-5日目には餌料としてシオミズツポワムシを与え,30-35日日 (底棲移行直前)からはア

ルテミアのフ化直後のものを与えた0

4)底棲移行稚魚の飼育

飼育は浮遊生活期とほぼ同じ方法をとった｡

結果と考察

1)親 魚

雄は満 1年,雌は満 2年を経過すれば成熟するものと思われ,産卵期は 11月末から12月末までと言

われている｡使用した親魚はほとん ど放卵,放精直前,もしくは最中のものであった○

-26-
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第 5表 親 魚 お よび採 卵 , フ化 状 況

採卵 親魚 性 壷長 体重 採卵重 採卵数 受精率 フ化率 フ化日数但).フ化尾 そ の 他番号 番号 刺 (cm) (g)量 (g)

(粒) ㈲ (勿 数 ミ(尾)1 1 ? 29.7 585 78 292,656180,096500,1

60120,064 放卵中 採捕場所は′J､湊

2 ? 26.0 220 未熟 弁慶内押5,000m545678 ?杏杏守a守 25.127.422.950.529.727.0 220255141400528255 4'880未熟 水深約56m

12月7日採卵受精時水温8OC受精時刻は15:∫2]～16:40受精卵の取 り扱910 守a 26.726.6 250225 52 レゝ不十分をためフ化せ

ず2 1 ? 29.0 540 68 245,256 シュ ロ

シュ ロ 8 採卵 も 採捕場所,水深.2 ? 29.2 505 50

178,850 皮 皮 受精時水温は上5 守 28.4 275 5

4 195,158 71.5 55.8 れを20 に同じo4 ?

28.5 540 48 171,696 クマネ クマネ 多とす 12月9日採卵5 ? 29.4 400 86 507,622 ギ袋 ギ袋 ～ る 受精時刻は 14:

6 9 27.9 545 74 264,698 52.1 50.9

10 411,154 00-15:107 ?

27.4 520 58 155,926 モジ網 モージ網 未受精卵径JT8 ?＼＼

27.0 240 51 110,887 地 也 平均 765'p9 杏 2さ.7 178 64.0 66.9 受精卵径10ll 杏杏 25.824.6 176185 平 均d2.5 平均51.2 平均 802p5 1254

守aa守 25.425.224.826./o 500175186264 7275

257,544261.121 84.074.7 90.088.0 8～108 154,702156,650 採捕場所は野辺二士野中水深52m12月14日採卵受精時水温 70C5 守 28.6 568 107 582,759 76.5 72.7 ～
155,861 受精時刻は 15
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第 3図 全長とよう卵数第

6表 水温別フ化試験試験区 水 温 受精率 フ

化率 B7姦(冒)*#&(

℃) (%) (%) 慶｡cl日A 1 10÷1Oc

50.9 94.5 9-1

2 90-1202 〟 56.5 94.0ち 1 15+10C 57.9

60.0 7.5-8 97-1042 〟' 59.0 71

.0C 1 16+10C

42.1 57.0 9 982 〟 61.2 75.0 2)よう卵数調査お

よび採卵,フ化よう卵数 と全長との関係を第3図に示

した｡よう卵数は全長40cm前後では70-1

00万粒,坐長27cm前後では30-42万

粒,全長 3cm前後では13万粒前後であった｡このよう

卵数は親魚が放卵直前と思われる熱卵

を有 している場合であるOよう卵数と搾出によ

る採卵数とはほぼ同一であるo採卵,フ化

状況は第5表に示した｡天然マコガレイの人

工採卵は,今のところ成熟魚の人手が比較的容易をため問題はを

いが,今後親魚管理や,さらには子か ら親まで

の完全を人為的飼育管理による再生産の方式を確

立すべきであろう｡媒精は,乾導法,湿導

法ともに大差は浸く,試験結果によれば受精率,

フ化率とも90帝以上までもってゆ く事ができよう

｡/卵を粘着させる材質は,シエロ皮,二タマネ

ギ袋 (ネトロンネット).モジ絹地とも平均すると受精率,フ

イヒ率は50帝以上であったが,これらの材

質の検討と,受精率,フ化率の向上のための技術

開発も必要であろう｡水温別のフ化試験結

果は第6表に示したolnOc前後がフ化率

90似 上 で最 も良 く,高温にそる程フ化率は低 く

なる傾向が強く,反面フ化日数は短縮されるが,フ化

仔魚の生理的問題があろう｡ 受精かE,フ化ま

での積算温度は平均1000C･日前後であった｡また各水温区で

飼育を続けた場合,高温区程架死が苦るしく,そ

の原因は今回明らかにする事はでき浸かった｡

3)浮遊仔魚の飼育フ化仔魚の全長は平均5.5循

昭で,表層を遊泳し,光に集まる傾向が強ho

飼育水温は主として lo-120Cで行をい,フ化後5-7日目で卵黄吸収が終 り,盛んに S字型の摂餌行動をとった

のでシオミズツポワムシを投餌した｡ 13日目前後で大量朱死があった0 24日目の全長は5.0-7･O

nmで,この時よりアルテ′.ミ了を投辞した0 30日目に怒ると体幅が



青水増事業肝要voユ･3(1974)

ちづくものも現われ, 35日目に底槙に移行するものが認められた0 40日目には底棲移行が盛んで,45

日眉に厄海とんど底棲移行が終了し,.全長 8.0- 9.0m,･m凄なり'∴7､,レテミアを澗腹していた｡′一

登 遊期咋おける減耗は,卵竜吸収が終って 3-5日日力漕 車激 し･I(,この時代の滅粍を最少隈におさ･>-._1L

える事が,その後の歩留 りを大 きく左右するものと思われる｡ 今後,飼育環境と仔魚自身の生理的問題

とを合わせ総合的に追求する事が最も重要であろう｡ ､

4)底棲移行稚魚の飼育

底棲移行後は激しい減粍は認めE,れず,56日目で全長 9.0-10.0m･nとなり完全に底棲-移行した｡70

日目で全長 10.0-]3･m･mと浸り,大小の差が激しく在 り全長 16m･W)もの も現われ,成長の良い稚魚は成

長の悪い稚魚を追い廻わし尾鰭を損傷させるのが認め られた0 86日目で全長 12.0-15.0m ,100日目では

15.0-20.0躍肝で,最大 28.0m･mTlあった｡ 120日日 (昭和 47年4月10日)で全長 20.0-37.0符邪とそ り,紘

計 13,163尾のマコガレイ稚魚を生産する事が出来た｡途中での歩留 りは詳しく調査 しなかったので減耗

の推移がつかめ浸かったが,フ化時から現在までの歩留 りは 1.36帝であった｡また正常個体8啓,異 常

個体 (白化現象や眼の転位が夜されていをh個体) 92肇であった｡

今後究明すべ き点として,第一に白化現象の問題があ り,どの時代に何が要因とそって/起 るのか,

さE,にその対策には何をすれば良いのか等を明確にし,正常を健苗育成をはかる事が大切であろう｡ ま

た飼育面積と密度,歩留 りの関係や,餌料,飼育環境を含めた基礎的データーの積み重ねが必要と思わ

れる｡

生産されたマコガレイ稚魚は,6月に,背鰭 カット法,デイブテックス注入法等により標識をつけ当
所前浜の水深 1- 3m勝 地把激流 し,移動分布状況を調査する予定である｡

5 色素異常個体の出現 と光 との関係 (マ コカ レイ)

異体類の種苗生産において色素の異常な個体が出現することが知られているが･その原因については

明らかにされていない｡ここでは原因の一つと考えられる光について検討を試みた｡

材料 と方法

昭和46年 12月9日小湊漁業協同組合でシュロ皮に採卵 した後,ポ1)袋に海水と共に入れて,断熱

材で覆った木箱に収容 して当所まで運搬 (所要 30分) し,直ちに淡水かけ流しの外槽に浸潰 してある

パ ンラ.イ ト302水槽に移 した｡ 翌 12月 10日弗化 ビニリデン樹脂製フイルム (紫外線透過率

70肇内外)を二層に張った-クス内のパンライト30L水槽 2個 に (1個はポ リ黒色 フイルム

で覆ったもの,他の1個はそのま のゝ もの) シエロ皮を半切 して収容 した｡これE,のパンライ ト水槽は

淡水かけ流 しの水槽にセットした｡ふ化は 12月16日から始まった0 12月17日ふ化仔魚を8個の

パンデイ ト30L水槽 に各 1,000尾 あて収容 した｡給餌は 12月18日から (S字行動を示 した

)シオミズツポワムシを,1月7日からアルテミアふ化幼生を加え,1月20日以降はアルテミアふ化

幼生だけとした｡飼育水は止水とし通気した｡換水は適宜かこをった｡飼育は 3月 23日までとしたo

期間中の水温は第 7表に示 した｡ 明暗の区分は第8表に示したo照度は変動が大きく,-ウス内の水槽

水面上で900- 33,000ルックス,黒色フィル耳 面では 200-9,000ル ックスで,凡そ水面上

-29-
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の 1/4前後の明るさであった｡平均照度は水面上 10,000ルックス,黒色 フィルム下 2,300ルッ

クスであった｡

第7表 飼 育 水 温 (9時観測)

月 12 1 2 3

再 考旬 中 下 上 中 下

上 中 下 上 中 下平均 10.9Qc ll.6 ll.5 ll.8 12.2 12.5 12.4 12.4 1

2.5p12.4 12.6 2月上旬の4.OCb最高 ll.80C 12.0 12.0 12.9 12.9 15

.1 12.7 12.5 12.9 ll.2 12.8 は汲水ス トップ時革低 9.20C ll.2 ll.0 ll.2 12

.0 4.0 12.0 12.2 12.2 12.7 12.2第8表 明 暗 区 分 と 飼 育 結 果水槽A6. 12月9日～12月16日卵 時 代 -12.17-1.17仔.魚 時 代 1.18-底棲時代 測定 .■尾数 ･.平均全長 生残率 色素異常個体出現率 底棲-直後

の生 残 率正 常 -異 常1 明 明 明 59尾 19.1m. 7.5% 27.5蕗 72.6%

26.6舜∵.2 明 明 暗 45 29.5 4.5

I-0 100.0 19.55 明 暗 明 59 25.

9 7.1 0 100.0 29.14 明 檀 暗 46 20.8 4.6 15.2 84.8 18.6

5l 暗 ー暗 檀 52 20.0 15.8 6.5 95.5

26.16 暗 暗 明 52 25.1 9.7 5.1 96.9 19.0

7 暗 明 檀 28 51.1 2.8 0 100.ら 55.48.I

暗 明 明 52 25.2 12.5 2.4 97.6 40.4結果 と考

察調査結果は第8表に示した｡これによると各槽とも色素異常個体の出現率が高く,72-1

00帝に達していたO飼育過程での観察によると,色素の濃淡

は底榛に移行する以前にすでに認めE,れるところから.卵時代,仔魚時代に明と略の異をる条件を与え

た場合,色素異常個体の出現率にをんLかの傾向がでるものと期待 していたが,結果的には一定の傾向を示さを




